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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第112期

第１四半期累計期間
第113期

第１四半期累計期間
第112期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 2,076,924 1,929,024 8,708,556

経常利益 （千円） 171,085 73,243 423,174

四半期（当期）純利益 （千円） 107,561 48,645 240,487

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,388,800 1,388,800 1,388,800

発行済株式総数 （千株） 14,280 14,280 14,280

純資産額 （千円） 5,886,874 6,184,221 5,986,729

総資産額 （千円） 10,110,121 9,942,628 10,362,457

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 7.57 3.43 16.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.0

自己資本比率 （％） 58.2 62.2 57.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

①経営成績の分析

　当社のセグメント別受注状況は、歯車及び歯車装置事業ではバルブ・コントロール、ジャッキ及びその他の

増減速機につきましては、需要の回復により受注は増加いたしました。しかし、歯車につきましては自動車用

の需要が減少したため受注は減少いたしましたが、歯車及び歯車装置事業としては受注は増加いたしました。

工事事業では原子力発電所の稼動停止による定期点検工事の抑制等により、受注は減少いたしました。

　その結果、当第１四半期累計期間の受注高は24億38百万円（前年同期比10.0％増）、売上高は19億29百万円

（前年同期比7.1％減）となりました。一方、当第１四半期会計期間末の受注残高は40億87百万円（前事業年度

末比14.3％増）となりました。

　損益面につきましては、原価低減と経費削減に努めましたが売上高の減少が大きく、営業利益は69百万円

（前年同期比56.0％減）、経常利益は73百万円（前年同期比57.2％減）、四半期純利益は48百万円（前年同期

比54.8％減）となりました。

　各セグメントの業績は次のとおりです。

　歯車及び歯車装置事業では、バルブ・コントロールの受注高は、輸出、船舶向けが減少したものの、火力発

電所、原子力発電所、上下水道、補修用部品向けが増加したことにより、前年同期比20.0％増加いたしまし

た。売上高は、上下水道、船舶向けが増加したものの、火力発電所、原子力発電所、輸出、石油向けが減少し

たことにより、前年同期比18.2％減少いたしました。ジャッキにつきましては、設備投資の増加により前年同

期比で受注高は24.4％、売上高も24.2％それぞれ増加いたしました。その他の増減速機につきましては、前年

同期比で受注高は23.6％、売上高も20.2％増加いたしました。歯車の受注高は、建設機械用が増加したもの

の、自動車用、鉄道・船舶用、その他産業機械用が減少したことにより前年同期比6.9％減少いたしました。売

上高は、その他産業機械用が増加したものの、自動車用、鉄道・船舶用、建設機械用が減少したことにより、

前年同期比4.1％減少いたしました。以上の結果、歯車及び歯車装置事業では、受注高は前年同期比15.3％増加

し、売上高は前年同期比4.9％減少いたしました。

　工事事業では、受注高は火力発電所、上下水道向けが増加いたしましたが、原子力発電所向けが減少したこ

とにより、前年同期比2.6％減少いたしました。売上高は、石油向けが増加したものの、火力発電所、原子力発

電所向けの落ち込みが大きく、前年同期比11.9％減少いたしました。
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②財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末における財政状態につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ３億４百万円減

少し70億87百万円となりました。これは主にたな卸資産が３億46百万円増加いたしましたが、現金及び預金が

４億44百万円、売上債権が１億53百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は前事業年度末に比べ１億15百万円減少し28億55百万円となりました。これは主に長期繰延税金資

産が１億５百万円減少したことによるものであります。

　流動負債は前事業年度末に比べ２億22百万円減少し26億33百万円となりました。これは主に仕入債務が30百

万円、預り金が74百万円増加いたしましたが、未払法人税等が１億19百万円、賞与引当金が２億54百万円減少

したことによるものであります。

　固定負債は前事業年度末に比べ３億95百万円減少し11億25百万円となりました。これは主に長期借入金が74

百万円、退職給付引当金が３億20百万円減少したことによるものであります。

　純資産は前事業年度末に比べ１億97百万円増加し61億84百万円となりました。これは主に利益剰余金が１億

86百万円増加したことによるものであります。

 

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)　研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は33百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,000,000

計 57,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,280,000 14,280,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 14,280,000 14,280,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 14,280,000 － 1,388,800 － 448,348

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成26年３月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 82,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,084,000 14,084 同上

単元未満株式 普通株式 114,000 － －

発行済株式総数 14,280,000 － －

総株主の議決権 － 14,084 －

　（注）「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株が含まれております。また、「議

決権の数(個)」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

日本ギア工業株式会社
神奈川県藤沢市桐原町７

番地
82,000 － 82,000 0.58

計 － 82,000 － 82,000 0.58

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、大有ゼネラル監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,971,836 1,526,866

受取手形及び売掛金 2,946,499 2,792,955

商品及び製品 153,440 199,621

仕掛品 601,004 661,497

原材料及び貯蔵品 1,369,471 1,609,558

その他 349,393 296,986

流動資産合計 7,391,646 7,087,485

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,013,291 1,013,291

その他（純額） 1,163,986 1,139,087

有形固定資産合計 2,177,277 2,152,378

無形固定資産 113,717 110,082

投資その他の資産   

投資有価証券 453,683 473,155

その他 231,333 124,726

貸倒引当金 △5,200 △5,200

投資その他の資産合計 679,817 592,682

固定資産合計 2,970,811 2,855,143

資産合計 10,362,457 9,942,628

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,670,757 1,701,414

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

1年内返済予定の長期借入金 261,000 236,000

未払法人税等 152,840 33,391

賞与引当金 366,327 111,921

その他 324,501 470,565

流動負債合計 2,855,427 2,633,292

固定負債   

社債 120,000 120,000

長期借入金 354,000 280,000

退職給付引当金 494,160 173,690

役員退職慰労引当金 1,785 735

環境対策引当金 23,541 23,541

資産除去債務 204,296 204,334

その他 322,518 322,812

固定負債合計 1,520,301 1,125,113

負債合計 4,375,728 3,758,406
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,388,800 1,388,800

資本剰余金 848,348 848,348

利益剰余金 3,660,135 3,846,566

自己株式 △26,715 △27,083

株主資本合計 5,870,568 6,056,632

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 116,161 127,589

評価・換算差額等合計 116,161 127,589

純資産合計 5,986,729 6,184,221

負債純資産合計 10,362,457 9,942,628
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 2,076,924 1,929,024

売上原価 1,434,500 1,368,863

売上総利益 642,424 560,161

販売費及び一般管理費 485,329 491,089

営業利益 157,094 69,071

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 4,774 6,169

助成金収入 12,229 －

受取保険金 － 3,122

その他 2,982 1,724

営業外収益合計 19,986 11,016

営業外費用   

支払利息 5,936 6,318

その他 58 525

営業外費用合計 5,995 6,843

経常利益 171,085 73,243

特別利益   

固定資産売却益 － 4,939

特別利益合計 － 4,939

税引前四半期純利益 171,085 78,183

法人税等 63,524 29,537

四半期純利益 107,561 48,645
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【注記事項】

（会計方針の変更）

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

　この結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が２億80百万円減少し、利益剰余金が１億80百万円

増加しております。また、当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に対する影響額

は軽微であります。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

　期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 77,005千円 72,608千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 42,601 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 42,593 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

日本ギア工業株式会社(E02173)

四半期報告書

11/15



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,409,390 667,533 2,076,924

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,409,390 667,533 2,076,924

セグメント利益又は損失（△） △33,876 190,970 157,094

　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 歯車及び歯車装置 工事

売上高    

(1) 外部顧客への売上高 1,340,676 588,348 1,929,024

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,340,676 588,348 1,929,024

セグメント利益又は損失（△） △41,047 110,118 69,071

　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

日本ギア工業株式会社(E02173)

四半期報告書

12/15



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 7円57銭 3円43銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 107,561 48,645

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 107,561 48,645

普通株式の期中平均株式数（株） 14,200,178 14,197,514

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

日本ギア工業株式会社(E02173)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月５日

日本ギア工業株式会社

取締役会　御中

 

大有ゼネラル監査法人

 

 
代　表　社　員

業務執行社員
 公認会計士 武井　浩之　　　印

 

 
代　表　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鴨田　真一郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ギア工業株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第113期事業年度の第１四半期会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本ギア工業株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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